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《 第８ ０ 回景況ア ン ケート 調査(平成２ ２ 年６ 月調査) 》  

と よ し ん景況天気図 
 

現 状 見通し  
     

         調 査 時期 
業  種 

22/4～22/6 22/7～22/9 

総 合      
  

製 造 業      
     

卸 売 業 
  

小 売 業      
  

サービ ス業 
  

建 設 業      
  

 

《 記号の意味》  

Ｄ Ｉ 数値 30 以上 良 い      

Ｄ Ｉ 数値 10 以上 ～ 30 未満 やや良い  
 

Ｄ Ｉ 数値 ▲10 未満 ～ 10 未満 普 通     
 

Ｄ Ｉ 数値 ▲10 以下 ～ ▲30 未満 やや悪い  
 

Ｄ Ｉ 数値      ▲30 以下 悪 い      

 

《 Ｄ Ｉ の意味》  

Ｄ Ｉ と は、 ディ フ ュ ージョ ン ・ イ ン デッ ク ス （ 拡散指数） の略で、 増加（ 良い） 企業 

の割合から 減少（ 悪い） 企業の割合を差し引いた値を指数化し たものを いいま す。  
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要  旨 
 
『 当地区の景況は、 改善傾向にある ものの、 停滞感が強ま っ ている 。』  

 当期（ 4～6 月） のＤ I は、 業況▲23. 1（ 前期比＋1. 8 ポイ ン ト ）、 売上▲16. 7（ 同＋1. 1

ポイ ン ト ）、 収益▲19. 4（ 同＋2. 6 ポイ ン ト ） と 、 全てのＤ Ｉ において前回を上回っ たも

のの、 依然厳し い状況が続いている 。  

前年同期比では、 業況＋17. 1 ポイ ン ト 、 売上＋23. 2 ポイ ン ト 、 収益＋18. 0 ポイ ン ト と

全てのＤ Ｉ において上回っ ている 。一方、来期見通し（ 7～9 月） については、業況▲16. 2

（ 当期比＋6. 9 ポイ ン ト ）、 売上▲10. 8（ 同＋5. 9 ポイ ン ト ）、 収益▲11. 4（ 同＋8. 0 ポイ

ン ト ） と 全てのＤ Ｉ において改善を示し ており 、製造業を中心に緩やかな改善傾向にある

ものの、 停滞感が強ま っ ている 。  

 

  業況Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の業況Ｄ Ｉ は、 総合▲23. 1 と 前期比＋1. 8 ポイ ン ト 改善し た。（ 前年同期比

＋17. 1 ポイ ン ト ）。 業種別では、 製造業▲15. 7（ 前期比＋27. 7 ポイ ン ト ）、 卸売業▲32. 2

（ 同▲20. 5 ポイ ン ト ）、 小売業▲26. 4（ 同▲8. 1 ポイ ン ト ）、 サービ ス業▲20. 0（ 同▲6. 7

ポイ ン ト ）、建設業▲52. 5（ 同▲13. 1 ポイ ン ト ） と 製造業を除き低下し た 。先行き（ 7～9

月） は、 製造業（ ＋3. 9 ポイ ン ト ）、 卸売業（ ＋11. 9 ポイ ン ト ）、 小売業（ ＋15. 1 ポイ ン

ト ）、サービ ス業（ ＋7. 6 ポイ ン ト ）、建設業（ ＋12. 1 ポ イ ン ト ） と 全業種で改善の見通し 。   

総合では▲16. 2 と 当期比＋6. 9 ポイ ン ト （ 前年同期比＋12. 3 ポイ ン ト ） を示し ている 。  

 売上Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の売上Ｄ Ｉ は、 総合▲16. 7 と 前期比＋1. 1 ポイ ン ト 改善し た。（ 前年同期比

＋23. 2 ポイ ン ト ）。 業種別では、 製造業▲6. 5（ 前期比＋19. 8 ポイ ン ト ）、 卸売業▲32. 2

（ 同▲17. 2 ポイ ン ト ）、 小売業▲13. 2（ 同▲3. 2 ポイ ン ト ）、 サービ ス業▲15. 2（ 同▲8. 5

ポイ ン ト ）、建設業▲45. 5（ 同▲10. 1 ポイ ン ト ） と 製造業を除き低下し た 。先行き（ 7～9

月） は、製造業（ ＋3. 2 ポイ ン ト ）、卸売業（ ＋20. 3 ポ イ ン ト ）、小売業（ ＋1. 9 ポイ ン ト ）、

サービ ス業（ ＋1. 9 ポイ ン ト ）、 建設業（ ＋12. 2 ポ イ ン ト ） と 全業種で改善の見通し 。    

総合では▲10. 8 と 当期比＋5. 9 ポイ ン ト （ 前年同期比＋14. 3 ポイ ン ト ） を示し ている 。  

  収益Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の収益Ｄ Ｉ は、総合▲19. 4 と 前期比＋2. 6 ポイ ン ト 改善し た 。（ 前年同期比

＋18. 0 ポイ ン ト ）。業種別では、製造業▲10. 5（ 前期比＋26. 3 ポ イ ン ト ）、卸売業▲22. 0

（ 同▲2. 0 ポイ ン ト ）、 小売業▲18. 9（ 同▲8. 9 ポイ ン ト ）、 サービ ス業▲21. 9（ 同▲8. 6

ポイ ン ト ）、 建設業▲42. 4（ 同▲7. 0 ポイ ン ト ） と 製造業を除き低下し た。 先行き （ 7～9

月） は、製造業（ ＋5. 3 ポイ ン ト ）、卸売業（ ＋1. 7 ポイ ン ト ）、小売業（ ＋7. 6 ポイ ン ト ）、    

サービ ス業（ ＋12. 4 ポイ ン ト ）、 建設業（ ＋15. 1 ポイ ン ト ） と 全業種で改善の見通し 。

総合では▲11. 4 と 当期比＋8. 0 ポイ ン ト （ 前年同期比＋9. 9 ポイ ン ト ） を示し ている 。  
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と よ し ん景況調査 

《 調査要領》  

調査対象時期  平成２ ２ 年   ４ 月  ～  ６ 月   実 績    

              平成２ ２ 年    ７ 月  ～  ９ 月   見通し  

 

調                  査                  方               法 聞き取り ア ン ケート 調査 

                 

調査対象企業の内容

製造業

26%

卸売業

10%

小売業

9%

サービス業

18%

建設業

17%

不動産業

6%

その他

14%

 

Ｄ    Ｉ   の          推         移 

＜業  況＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期 

業 種   

平成 21年 

4～6月 
7～9月 10～12 月 

平成 22年 

1～3月 
4～6月 

7～9月 

見通し  
  

総 合 ▲40. 2 ▲28. 5 

 
▲22. 2 ▲24. 9 ▲23. 1 ▲16. 2 

 
↑ 

製 造 業 ▲59. 3 ▲32. 2 

 
▲31. 1 ▲43. 4 ▲15. 7 ▲11. 8 ↑ 

卸 売 業 ▲35. 4 ▲29. 0 

 
▲19. 7 ▲11. 7 ▲32. 2 ▲20. 3 

10. 5 
↑ 

小 売 業 ▲25. 9 ▲21. 1 

 
▲19. 0 ▲18. 3 ▲26. 4 ▲11. 3 ↑ 

サ ー ビ ス 業 ▲27. 9 ▲17. 5 

 
▲5. 8 ▲13. 3 ▲20. 0 ▲12. 4 ↑ 

建 設 業 ▲48. 1 ▲47. 1 

 
▲38. 3 ▲39. 4 ▲52. 5 ▲40. 4 ↑ 

＜売  上＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 21年 

4～6月 
7～9月 10～12 月 

平成 22年 

1～3月 
4～6月 

7～9月 

見通し   

総 合 ▲39. 9 ▲25. 1 ▲11. 3 ▲17. 8 ▲16. 7 ▲10. 8 ↑ 

製 造 業 ▲60. 7 ▲24. 7 ▲18. 9 ▲26. 3 ▲6. 5 ▲3. 3 ↑ 
卸 売 業 ▲27. 7 ▲24. 2 ▲16. 4 ▲15. 0 ▲32. 2 ▲11. 9 ↑ 
小 売 業 ▲20. 7 ▲24. 6 ▲8. 6 ▲10. 0 ▲13. 2 ▲11. 3 ↑ 
サ ー ビ ス 業 ▲30. 1 ▲16. 5 9. 6 ▲6. 7 ▲15. 2 ▲13. 3 ↑ 
建 設 業 ▲50. 0 ▲47. 1 ▲29. 9 ▲35. 4 ▲45. 5 ▲33. 3 ↑ 

＜収  益＞     （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 21年 

4～6月 
7～9月 10～12 月 

平成 22年 

1～3月 
4～6月 

7～9月 

見通し   

総 合 ▲37. 4 ▲21. 3 ▲14. 7 ▲22. 0 ▲19. 4 ▲11. 4 ↑ 

製 造 業 ▲58. 3 ▲24. 7 ▲26. 5 ▲36. 8 ▲10. 5 ▲5. 2 ↑ 
卸 売 業 ▲24. 6 ▲24. 2 ▲16. 4 ▲20. 0 ▲22. 0 ▲20. 3 ↑ 
小 売 業 ▲25. 9 ▲15. 8 ▲3. 4 ▲10. 0 ▲18. 9 ▲11. 3 ↑ 
サ ー ビ ス 業 ▲26. 0 ▲16. 5 2. 9 ▲13. 3 ▲21. 9 ▲9. 5 ↑ 
建 設 業 ▲43. 4 ▲33. 7 ▲39. 3 ▲35. 4 ▲42. 4 ▲27. 3 ↑ 

 

調査対象企業  当金庫取引先 581 社 

   

分               析               方                 法 

 各質問項目で ｢増加(上昇) ｣し た と

す る 企業が全体に 占め る 構成比と 、

「 減少(下降) 」 し た と する企業の構成

比と の差(Ｄ Ｉ ・ 判断指数)を中心に  

分析し ていま す。  
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総   合 
 

当期（ ４ ～６ 月） は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋１ ． ８ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋１ ． １ ポイ ン ト 、

収益Ｄ Ｉ ＋２ ． ６ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において改善を示し た。 来期見通し （ ７ ～９ 月）

は、 業況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の全てにおいて改善を示し ている 。  

 業種別にみる と 、 製造業では自動車関連については、 ハイ ブ リ ッ ド 車や減税対象車の販

売は安定し ている 。 ９ 月ま での受注は確保し ているが、 発注企業は、 技術精度の高さ よ り

価格を重視し ており 、 新興国の台頭で競争に拍車がかかっ ている 。 卸売業では木材卸につ

いては、 住宅着工件数は増加傾向にある ものの大規模な分譲マ ン ショ ン の着工が多く 、 木

材需要は減少し ている 。 需要は伸びない状況にあり 、 価格の上昇は限定的と なっ ている 。

小売業では家電販売に ついては、 エ コ ポ イ ン ト 制度の効果が薄れてき た こ と など か ら 、   

売上は伸び悩んでいる 。 大型連休の間は一時的な売上増加があっ たも のの、 そ の後は例年

に比べ、 消費動向は低調に推移し ている 。 サービ ス業では医療・ 保健衛生業については、

４ 月から の再診料引き上げの実施によ り 、 患者の受診回数減少の影響がみら れたものの、

医療機関にと っ ては、 医業収入の増加と なっ た 。 建設業では公共工事については、 例年に

比べ減少傾向で、 一段と 厳し い状況に加え、 価格競争はさ ら に激化し 、 収益面は厳し い状

況と なっ ている 。 民間工事については、 工場等の受注が減少し 、 個人住宅についても 、 増

改築や耐震、 補強工事等の小口工事が中心と なっ ている 。  

 

過去10年間の推移（季節調整値）

-40
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業況 売上 収益

      １１年 １２年  １３年  １４年  １５年  １６年  １７年  １８年  １９年  ２０年  ２１年  ２２年 

 

業況・売上・収益の推移＜総合＞

-45
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Ｄ
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収益

（ 見通し ）  
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製 造 業  

 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋２ ７ ． ７ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋１ ９ ． ８ ポイ ン ト 、 収益Ｄ

Ｉ ＋２ ６ ． ３ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において大幅に改善し た。来期も当期比で業況、売上、

収益Ｄ Ｉ の全てにおいて改善の見通し と なっ ている 。  

 自動車関連では、 ハイ ブ リ ッ ド 車や減税対象車の販売は安定し ており 、 ９ 月ま での受注

は確保し ている 。 し かし 、 発注企業は、 技術精度の高さ よ り 価格を重視し ており 、 新興国

の台頭で競争に拍車がかかっ ている 。 精密機器については、 国内外の需要の回復など によ

り 先行き改善の見通し 。 ま た 、 設備投資の抑制が続いて いる が、 大企業を 中心に省エ ネ   

機器等への関心の高ま り から 、 今後の設備更新の動き に期待がもたれる 。  

食品関連では、 消費者の所得減少等によ り 購買意欲は依然低迷し ている 。 消費者の低価

格志向は高く 、 ま た 、 商品に対する 安心・ 安全への意識も強いた め、 販売業者は安価で    

良質な商品の提供を求めら れている 。  

 

過去10年間の推移（季節調整値）

-50

-40
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-10

0
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業況 売上 収益

     １１年 １２年  １３年  １４年  １５年  １６年  １７年  １８年  １９年  ２０年  ２１年  ２２年 

業況・売上・収益の推移＜製造業＞
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Ｄ
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売上
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（ 見通し ）  
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卸 売 業 
 

 当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ▲２ ０ ． ５ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ▲１ ７ ． ２ ポイ ン ト 、 収益Ｄ

Ｉ ▲２ ． ０ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において低下し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ

Ｉ の全てにおいて改善の見通し と なっ ている 。  

 青果卸では、 ４ 月前半ま での天候不順の影響によ る生育不良から の品不足もあり 、 主力

商品である キ ャ ベツ を 中心に高値で推移し た も のの 、 そ の後、 天候の安定によ る供給の   

安定に伴い価格は大き く 下落し ている 。  

 木材卸については、 住宅着工件数は増加傾向にある ものの大規模な分譲マ ン ショ ン の着

工が多く 、 木材需要は、 減少し ている 。 輸入量は減少し 、 国産材丸太の不足感は強いが需

要は伸びない状況のなか、 価格の上昇は限定的と なっ ている 。 大手メ ーカ ーの事業提携の

影響から コ ス ト 見直し の動き もみら れ、 収益面で厳し い状況が続いている 。  

 卸売業全体と し ては、市況は依然と し て低迷し ており 、高額商品、娯楽性の強い商品は、

消費者の買い控え の傾向が強く みら れる 。 夏場の季節商品に よ り 、 一時的な売上増加は  

見込める ものの、 今後も厳し い状況が続く 見通し 。  

       １１年   １２年  １３年  １４年   １５年  １６年  １７年  １８年  １９年  ２０年  ２１年  ２２年 

業況・売上・収益の推移＜卸売業＞

-40
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-10
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30

6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月

20年 21年 22年

Ｄ
Ｉ数
値 業況

売上

収益

（ 見通し ）  

過去10年間の推移（季節調整値）
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-10
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業況 売上 収益

１１年 １２年  １３年  １４年 １５年  １６年 １７年  １８年  １９年  ２０年  ２１年  ２２年 
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小 売 業 
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ▲８ ． １ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ▲３ ． ２ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ▲

８ ． ９ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において低下し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の

全てにおいて改善の見通し と なっ ている 。  

大型連休の間は、 大手ショ ッ ピ ン グセン タ ーや大型レジャ ー施設において高い集客数を

確保し 、 一時的な売上増加に繋がっ たも のの、 そ の後は例年に比べ消費動向は低調に推移

し ている 。 ま た 、 家電販売については、 エ コ ポイ ン ト 制度の効果が薄れてき たこ と など か

ら 、 売上は伸び悩んでいる 。  

自動車販売については、エ コ カ ー減税の恩恵は一段落し た感があるが、ハイ ブ リ ッ ド 車、

軽自動車の需要は安定し ている等、 取扱車種によ っ て売上動向に変化がみら れる 。  

ガソ リ ン ス タ ン ド では、 セルフ ス タ ン ド 間の過当競争や燃費の向上し た自動車の普及に

よ る ガソ リ ン消費量の減少等から 、 収益の確保は依然厳し い状況で、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト

ア と タ イ ア ッ プ するなど し て 、 集客力ア ッ プ に繋げていく 動き もみら れる 。  

過去10年間の推移（季節調整値）
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業 況 ・売 上 ・収 益 の 推 移 ＜ 小 売 業 ＞
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（ 見通し ）  
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サービ ス業 
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ▲６ ． ７ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ▲８ ． ５ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ▲

８ ． ６ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において低下し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の

全てにおいて改善の見通し と なっ ている 。  

 医療・ 保健衛生業については、 ４ 月から の再診料引き上げの実施によ り 、 患者の受診回

数減少の影響がみら れたものの、 医療機関にと っ ては、 医業収入の増加と なっ た 。 なお、

一部の医療機関においては、 積極的な設備投資の動き もみら れる 。  

ホテ ル・ 旅館業は、景気低迷によ り ビ ジネス客を中心に利用客が落ち込んでいる こ と に

加え、 新規参入によ る競争激化によ り 、 低価格設定を強いら れ収益を圧迫し ている 。  

 飲食業については、歓送迎会等によ る一時的な売上増加はみら れたものの、節約志向か

ら 前年比で減少傾向と なっ ている 。 ま た 、 例年、 夏場にかけ売上は減少傾向で、 厳し い状

況が続く 見通し 。 なお、当地区においても フ ァ ミ リ ー向けおよ びフ ァ ス ト フ ード 店の閉鎖

が相次いでいる 。  

 パチン コ 業界については、売上の減少は下げ止ま り がみら れ、横這い傾向と なっ ている 。

し かし 、依然と し て競争が激し い状況にあり 、新店舗出店も含め、収益確保が難し い状況。 

             １１年  １２年   １３年  １４年  １５年  １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 

 

業況 ・売上・収益の 推移＜サ ー ビ ス 業＞
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（ 見通し ）  
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業況・売上・収益の推移＜建設業＞
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建 設 業  
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ▲１ ３ ． １ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ▲１ ０ ． １ ポイ ン ト 、 収益Ｄ

Ｉ ▲７ ． ０ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において低下し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ

Ｉ の全てにおいて改善の見通し と なっ ている 。  

４ ～６ 月の公共工事については、 例年に比べ減少傾向で、 一段と 厳し い状況に加え、 価

格競争も さ ら に激化し ており 、 収益面は厳し い状況と なっ ている 。  

民間工事については、製造業関係の工場等の受注が減少し ており 、 依然低迷が続いてい

る 。 現状は、 増改築や耐震、 補強工事等の小口工事によ っ て 、 受注を確保し ている状況。 

 ７ 月以降の受注については、 公共工事は出始めているが、 例年に比べ減少傾向にある 。   

ま た 、 当地区の大型公共工事については、 大手ゼネコ ン等で占めており 、 地元企業への恩

恵は少なく 、 民間工事についても受注は減少傾向で、 当面は厳し い状況が続く 見通し 。  

 

 

 
      

過去10年間の 推移（季節調整値）
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（ 見通し ）  

  

     １１年  １２年  １３年  １４年   １５年  １６年  １７年  １８年  １９年  ２０年  ２１年  ２２年 
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そ  の  他 
 

水 産 業 

養鰻業は、 シラ スの池入れ総量は例年並みと なっ ている も のの、早期に池入れし た輸入

物の歩留ま り が悪い状況。 チ リ 大地震によ る飼料不足と 天候不順も あ っ て成育も悪く 、     

品薄状態になる見通し 。 品薄によ り 価格は上昇傾向にある が、 需要の落ち込みによ り 、    

販売価格への転嫁は難し く 、 収益環境は悪化し ている 。  

 

 

 

農 業 

 キ ャ ベツ 相場については、 ４ 月前半までは天候不順の影響を受け、 高値で推移し ていた

が、 そ の後、 天候の安定と と も に価格は下落し 、 厳し い状況と なっ ている 。 ７ 月以降は、

ス イ カ と ト ウ モ ロ コ シが主力と なるが、 冷夏によ る生育状態への影響が懸念さ れる 。  

 菊相場につ いては、 例年、 他地域産の出荷増加から 供給過多と なる が、 昨年の台風の   

影響から 値崩れせず比較的安定し ている 。 夏以降、 お盆やお彼岸によ る需要拡大が見込ま

れる 。  

 

 

 

運 輸 業 

 春先の野菜価格高騰の影響から 、 荷動き が鈍く 、 農作物輸送を中心と する業者は、 低調

に推移し た。一般物流については、製造業が回復基調と なり 、 持ち直し の動きが見ら れる 。 

夏野菜の生育、 出荷状況によ り 業況の回復が見込ま れるが、 多雨・ 冷夏が予想さ れてお

り 、 影響が懸念さ れる 。 収益確保のためには、 コ ス ト の削減を さ ら に進める必要がある 。  

 

 

 

不 動 産 業 

住宅用地につ いて は１ ５ 百万円、 建売住宅に つ いて は２ ５ 百万円前後の比較的手頃な 

物件や人気の高い地区については引続き需要がみら れるが、 景気低迷によ る所得の減少等

によ り 全体と し ての動き は鈍い。  

事業用地についても 、設備投資の抑制から 積極的な動きはみら れず、依然低迷し ている 。 


